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　The purpose of this research is to consider Issue setting based on Education for Sustainable 
Development （ESD） in Period for Inquiry-Based Cross-Disciplinary Study. As a method, have high 
school students set inquiry tasks based on “Contemporary Issues” that comprehensively associate 
ESD. In addition, set inquiry tasks based on the 17 goals of the Sustainable Development Goals （SDGs）. 
Then comparing the results of “Contemporary Issues” and inquiry task setting based on SDGs in 
relation to the three areas of ESD. And using the “Evaluation Perspective of Inquiry Activity Based 
on ESD”, analyze changes in students’ perceptions due to inquiry task setting. 
　This paper examined changes in students’ perceptions due to the setting of inquiry tasks based 
on ESD and SDGs, and clarified the tendency for the three viewpoints of evaluation to be recognized 
in stages. Despite a deeper understanding of diverse values, the problem is that the changes in the 
students’ perceptions that lead to personalization and acting out have not been sufficiently obtained.








































































































































































































































































































年度は前期（6 月）に，表 2 の（4）で探究課題
設定のための講演を 1 単位時間（50分）で，第











（ 1 ）4 月 17 日（水） オリエンテーション ・学びの概要・国際理解と異文化理解
（ 2 ）4 月 24 日（水） 自分たちの世界認識を確認しよう ・ メンタルマップの作成・グループワーク
（ 3 ）5 月 15 日（水） 国際理解教育講演会 ・ JICA 関西「地球規模の課題と国際情勢について」・ オーストラリア語学研修報告（ 3 年生）
（ 4 ）6 月 5 日（水） 国際理解教育講演会 ・ ESD と国際理解（個人課題設定への提案）
（ 5 ）6 月 12 日（水） 個人の課題テーマを考える ・ （ 1 ）～（ 4 ）の振返りと国際理解のキーワード
（ 6 ）6 月 19 日（水） 個人の課題テーマを決定する ・SDGs17 の目標と 169 のターゲット
（ 7 ）6 月 26 日（水） 課題テーマの探究活動を考える ・ 調査（情報収集）と研究（整理・分析）を計画する
（ 8 ）夏期休業中 探究活動（調査・研究）を行う ・夏期休業を使って，研究をまとめる
（ 9 ）9 月 11 日（水）













































近な課題であったことが，次の生徒 1 や生徒 2，












































































































した表 2（4）の記述 1 学年240人分を，先に設
定した「ESDに基づく探究活動の評価の観点」







経済  1 貧困をなくそう 31 
経済  2 飢餓をゼロに 22 
社会  3 すべての人に健康と福祉を 4 
社会  4 質の高い教育をみんなに 9 
社会  5 ジェンダー平等を実現しよう 14 
環境  6 安全な水とトイレを世界中に 1 
環境  7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに 12 
経済  8 働きがいも経済成長も 2 
経済  9 産業と技術革新の基礎をつくろう 2 
経済 10 人や国の不平等をなくそう 38 
経済 11 住み続けられるまちづくりを 9 
経済 12 つくる責任つかう責任 7 
環境 13 気候変動に具体的な対策を 19 
環境 14 海の豊かさを守ろう 18 
環境 15 陸の豊かさも守ろう 14 
社会 16 平和と公正をすべての人に 24 













c）よりよい社会を実現しようとする（行動化） のみ 3 
a） b） c） の観点いずれもなし 25 
未記入（未記入・ワークシートなし） 13 
a） b） の観点あり 20 
b） c） の観点あり 8 
a） c） の観点あり 2 
























関連付いている。特に，観点 a）と b）が 20 人










































































































































































5） ESDの概念図は，2019年 6 月の文部科学省のウェブ
サイトhttp://www.mext.go.jp/unesco/004/1339970.
htmを参照し，後述の講演でも使用したが，現在











教育課程部会の資料 2 － 1」が公開されており，
そ の 3 ペ ー ジ を 参 照 し た。https://www.mext.
go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo 3/004/
siryo/__icsFiles/afieldfile/2018/10/10/1409925_4.
pdf（2021年 7 月 7 日最終閲覧）。
8） これ以降の生徒の記述 1 ～ 14は，各事例で特徴
的な内容が読み取れるものを例示している。






sdgs_child_friendly.pdf（2021 年 7 月 7 日 最 終 閲
覧）から参照できる。




all-the-sdgs.html（2021年 7 月 7 日最終閲覧）や，
「木の図」https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/ 
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